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五島列島中通島有川層における新知見

研 究 報 告

1 はじめに

令和 2年 (2020)10月 24日から26日 まで、筆者

と武内浩一会員は今後刊行される普及書に掲載

される露頭写真撮影のため、中通島の地質巡

検を実施した。その際、新上五島町東神ノ浦郷

で稼業されている加藤産業mの採石場を見学し

た。職員の方に案内されて見た露頭は高さ130m

幅150m以上の巨大なものだつた。その露頭は白

色の岩石の巨礫が黒色の岩石中に乱雑に挟在さ

れているように観察された。露頭写真を「第12

回惑星地球フォトコンテスト」に応募したところ、

日本地質学会会長賞を受賞した。その影響で、

2、 3の人から露頭の地質についての質問や疑

問を受けた。学生時代、昭和51年 (1976)か ら

52年 (1977)にかけて、修士論文作成のため野

外調査をした地域である。筆者なりの見解を述

べる。

第 1図  中通島の地質図
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第 2図 新上五島町東神ノ浦郷の採石場

2 採石場の露頭
加藤産業 (株)が中通島東神ノ浦郷で採石を

開始したのは昭和60年 (1985)6月からである。

筆者が踏査していた頃は歩きづらい岩石海岸と

それに続く山林だった。採石場が稼業されてか

ら、長崎市内および周辺で護岸工事の骨材とし

てこの採石場からの砕石が目立ち始めた。長崎

市周辺では見られない特徴的な岩石だったから

である。平成 5年 (1993)8月 に浦川孝弘会員

と調査したときも採石場は遠望しただけだった。

そのとき、自っぱい岩石が見えた。

第 3図  平成 5年の東神ノ浦採石場
第 2図は右側の採石場と林にあたる
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今回、採石場内に入り割と近くで観察できた

が、露頭直下で観察することはできなかった。

砕石された岩石を観察すると自色の岩石は流紋

岩の岩片や軽石、および粗粒の火山灰であるこ

とが判明した。それらは変質作用を受けており、

緑色の緑泥石や緑簾石等が生じていた。これら

の特徴から流紋岩質の火砕流堆積物であると判

断した。また、直径10cmほどの泥岩の礫も含ん

でいて、火砕流が流動した際に削剥したものと

推定した。これらの岩石は筆者が定義した有川

層岩瀬浦部層に当てはまる。

第 4図 流紋岩質火砕流堆積物
流紋岩の岩片、鉱物粒子、軽石、火山灰を含む

黒色は削剥された泥岩の同時礫 .

黒色の岩石は当初、採石場近くに分布する泥

岩 (有川層神ノ浦部層)と推定していたが、岩相

が塊状で緻密なため細粒砂岩 (有川層築地部層)

と判断した。泥岩は黒色で緻密であるが節理が

多く細かく割れやすい。また、海棲貝類、甲殻類

の印象化石を含む。採石された黒色の岩石は細

粒の砂岩で変質した白色の鉱物や軽石を含む特

徴のある岩相である。また細かな泥岩礫も含む。

3 結語
黒色の細粒砂岩は中通島の中央部から南部に

かけて広く分布する有川層築地部層であろう。こ

の岩石は局所的に五島層群由来の大礫や巨礫を

含む。石炭や海棲貝化石を挟在すると報告され

ているからおそらく海底地滑り堆積物と推察で

きる。

第 6図 五島層群の巨大な砂岩のブロックを含
む細粒砂岩.(昼ノ浦)

細粒砂岩は昼ノ浦では下位の流紋岩質火砕

流堆積物 (有川層阿瀬津部層)に整合で堆積し、

上位の流紋岩質火砕流堆積物 (有川層岩瀬浦部

層)に整合または不整合的に覆われる。

第 7図 火砕流堆積物 (阿瀬津部層)と細粒砂
岩 (築地部層)の整合関係 (昼ノ浦)

五島層群由来の大礫が散在する男鹿島では

流紋岩質火砕流堆積物と混じり合った堆積を示

す。細粒砂岩の構成粒子はほとんど石英粒であ

り、変質して鉱物種を特定出来ない白色鉱物を

多量に含む。この有川層築地部層の形成には火

山活動によって発生した流紋岩質火砕流堆積物

が大きな役割を果たしたと推察した。第5図 海棲貝化石を含む泥岩(神ノ浦部層)(神ノ浦)
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第 8図 細粒砂岩に混入した火砕流堆積物 (男
鹿島)

第 9図 細粒砂岩を覆う火砕流堆積物 (浜串)
この海岸は埋め立てられ現在は見ることがで

きない

採石場で見られる露頭は浅海域で堆積した

流紋岩質火砕流堆積物の■ow unitが崩壊して

海底地滑りを発生させ、細粒砂層に流れ込み

混合したと推定できる。流紋岩質火砕流堆積

物が細粒砂岩を覆って堆積している露頭は浜

串の海岸で観察できる。ただこの露頭は海岸

が埋め立てられ、現在は境界が明白ではない。

流紋岩質火砕流堆積物の■ow unitが見られる

のは阿瀬津南方の藤崎海岸である。このよう

な堆積物が地震や火山噴火などの発生により

now unitが 崩壊し、混濁流を伴う海底地滑り

が生じ、より深い海底に堆積していた細粒砂

岩と混合したと推察した。

第 10図  火砕流堆積物の low unlt(藤崎 )
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